
 

７月１２日（金）に、学校運営協議会委員、区長会、民生委員、地域学校協働活動推進員などの

皆様をお迎えして、地域でのあいさつ運動促進会議を行いました。５月の第１回学校運営協議会で

「学校教育目標（あいさつ 笑顔 思いやり すすんで学ぶ南っ子）にもある“あいさつ”を、も

っとよくしよう」という目標を設定し、目標達成のために「多くの地域の方の協力を得ては？」    

というご意見を伺いました。それを受けて、具体的に実践するための今回の会議となりました。              

   当日は、お忙しい中、８名の方がご出席してくださいました。本当

にありがとうございました。決定したことは以下のとおりです。 

  ★あいさつ運動を、第１・第３水曜日の、７：２０～８：１０に実

施する。第１回目は、９月４日（水）の校門前で行う。 

９月４日（水）は多くの方といっしょにあいさつ運動ができればと 

考えます。できる時間だけで構いません。保護者の方の参加も大歓迎

です。是非、よろしくお願いします。               
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地域の方といっしょに あいさつの輪を広げていきます 

 
 

授業参観等、ありがとうございました 

 先日の、授業参観、家庭教育学級、そして学級懇談会と、多数の保護者に

ご参加いただき、ありがとうございました。子どもたちも、頑張っていると

ころを観てもらうのがうれしかったことと思います。 

 子どもたちの授業中に頑張る姿はいかがでしたか？担任の考えや話し

方、授業での姿もしっかり観られたことと思います。授業に参加いただい

た学年もありました。ありがとうございました。 

 そして、家庭教育学級では、ＳＮＳとの付き合い方をテーマに学びまし

た。夏休みという期間は楽しいものですし、スマホやゲームも正しい使い

方をしていけば便利で生活を豊かにしてくれるものです。しかし、使い方

を間違うと取り返しのつかない事態を招くこともある怖さがあります。ご

家庭で、しっかり話し合って、ルールを決めて、徹底させていくことが、子

どもを守ることにつながります。保護者の責任として、スマホ等の管理を

よろしくお願いします。 

 前期前半、本校の教育へのご理 

解とご協力をいただき、誠にあり 

がとうございました。今後も、 

よろしくお願いいたします。 

 

子どもたちの「瞳が輝く」授業づくりを！～工夫した学習活動で授業が変わる～ 

  ３年生の国語の授業が面白い！面白いというか、その場にいることが、本当に心地よい。いつまでも、ずっと、観ていたいし、

聞いていたい。そう感じさせてくれる雰囲気があるのです。 

 担任の大津教諭がチャレンジしているのは「指名なし音読」。先生に指名されることなく、自らの意思で立ち上がって音読をして

いくのです。それをクラスのみんなで交代しながらつないでいき、一つの題材を最初から最後まで読み上げるのです。 

 まず、「自ら立つ」というのがいいですね。そこには、音読という学習活動一つとっても、決して人任せにしないで、主体的に動

く姿勢が表出してきます。授業というのは、先生が創り出したものを受けるものではなく、自分たちの力で展開していくという意

識が重要です。そのことを「自ら立つ」という行動で育てようとしているのだとわかりました。 

 次に、相手意識。この音読で難しいのは、一度に何人も同時に立ってしまうこと。『どうしても、 

この段落は自分が読みたい。』という意思で立っているものの、友達も同じ思いで立っています。 

そこに、譲り合いや、音読回数が少ない友達への配慮、発表が苦手な友達への励ましなどが入り混 

ざります。だからこそ、ほわ～んとした温もりある雰囲気を肌で感じ取ることができるのです。 

 クラスの一人一人の力と力と力が合わさって（＋）、学級としての大きな力となっていく、それが 

「協力」なのです。 

子どもたちの目はきらきらしています。自分たちの音読がどんどん仕上がっていくと、みんなで 

共有した喜びが笑顔として表れてきています。「今度は、明日の２時間目に音読しますよ！」と自慢げ 

に私を誘ってくれます。それだけ、「自分たち」に自信をつけているのです。 

自己選択、自己決定を行い、自らの意思で主体的に活動していく子どもたちの、今後の授業での姿が 

楽しみでなりません。 

 

 

菊陽中学校の２年生４名が、本校で３日間、職場

体験を行いました。 

  ４名とも本校の卒業生です。まだ、職業的な夢は

はっきりとしていないこの時期に、こうした体験

をすることは有意義なことです。 

 最初は緊張していたものの、次第に小学生の目

線に高さを合わせて話したり、一緒に遊んだり、授

業の支援をやさしく行ってくれました。 

 卒業生が、このように一歩一歩成長してくれる

ことを、うれしく思いながら観ていました。 

 小学生も、以前仲良しだったお兄さん・お姉さん

と共に過ごすことができ 

て、とても楽しそうにし 

ていました。 

 小学生にとっても、中 

学生にとっても、とても 

意味ある３日間でした。 

中学生の職場体験 


